
脳発生学分野 

 

【研究プロジェクト名および概要】 

 

脊椎動物の脳は、発生の初期に外胚葉から生じる単純な神経管が、様々な過程を経て完成する究極的に複雑

な器官である。神経管を構成する神経幹細胞が、きわめて多様な神経細胞を産み出し、正しく配置し、そし

てそれらが神経回路によって結び付くことは、脳の様々な高次機能発揮のための構造的基盤となっている。

また、人類は進化の過程で高度に発達した脳を獲得したが、そのしくみの多くは謎である。我々は、脳を創

るしくみの解明を目指して、以下の研究プロジェクトを推し進めている。 

 
 

Ⅰ．霊長類における大脳皮質拡大発達に関する研究 

 

Ⅱ．大脳皮質の脳回・脳溝（シワ）形成に関する研究 

 

Ⅲ．神経幹細胞の増殖制御における力学的要因に関する研究 

 

Ⅳ．神経幹細胞の増殖・分化のバランスと脳組織（皮質・神経核）構築に関する研究 

 

Ⅴ．脳原基のパターン形成から部位特異的な組織構築を導くしくみに関する研究 

 

Ⅵ．視床軸索による大脳皮質の領野形成に関する研究 
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【特殊技術・特殊装置】  
 

1. ニワトリ胚の顕微操作、全胚培養 5. 脳原基の細胞標識とライブイメージング  

2. 脳組織片の器官培養 6. 走査電子顕微鏡による形態解析 

3. エレクトロポレーションによるトリ、マウス、 7. 脳オルガノイドを用いた領域化、細胞系譜解析 

モルモット胚、および培養組織片への遺伝子導入 8. サル胚脳の組織解析 

4. ﾎｰﾙﾏｳﾝﾄin situ ﾊｲﾌﾞﾘﾀﾞｲｾﾞｰｼｮﾝ 9. Visium 遺伝子発現解析 
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